
令和 元年度事業報告書 
自 平成３１年 ４月 １日 
至 令和 ２年 ３月３１日 

１.概  況 
  令和元年度の日本経済は、長く続いた好景気が夏以降ゼロ成長となり１０

月の増税に大型台風や暖冬などの天候不順が重なって、景気は停滞状況とな

りました。その上に、１月からは新型コロナウイルスの感染拡大により、国

内外の移動制限やイベント自粛などの動きが相次ぎ、経済活動の縮小が余儀

なくされ、２四半期連続のマイナス成長となりました。 
  又、令和元年度も日本各地で甚大な災害が発生した年でした。８月下旬に

は佐賀県を中心とした「九州豪雨」、９月と１０月には関東地方を襲撃した「台

風１５号と１９号」で停電による通信障害などライフラインに大きな被害が

発生しました。幸いにも本市は大きな災害の発生はなく何よりでした。 
  さて、本市の経済状況については依然として基幹産業である水産業の衰退

が続いている状況の中で、有人国境離島法の恩恵で雇用機会拡充事業により

着実に雇用環境は上向き傾向となっていましたが、今般の新型コロナウイル

ス感染拡大による影響が観光業や飲食業はじめ全産業に発生し、これからの

雇用等に影響が及ぶ厳しい状況とならないか、今後成り行きを大変危惧して

いるところです。 
このような中にあって、私たち法人会は「税のオピニオンリーダーたる経営

者の団体」として税関連の事業啓発活動や社会貢献事業等の活動を継続して展

開してきました。主なものは、税制改正について壱岐市長及び壱岐市議会議長

に直接面談し、提言内容を説明し支援の要請を実施しました。少しずつではあ

りますが、我々小規模企業の税制優遇も改正されております。又、青年部会並

びに女性部会で取組んでいます租税教室と税に関する絵はがきコンクール事

業も小学校の協力をいただきながら定着し、児童たちから「もっとくわしく聞

きたい」などの感想をもらい、大変好評の中で実施してきました。 
  社会貢献活動につきましても、青年部会・女性部会員が中心となって事業

計画に沿って実施でき、各種活動が多方面から高い評価をいただいており、

公益目的事業を十分果たしていると思っているところであります。 
  壱岐法人会は、第６回定時総会において会員増強を宣言して以来、役員並

びに関係各位のご協力で２年続けて会員数が増加しています。今後も引き続

き組織強化に向けて役職員一同取組んで参りますので、会員皆様のご理解ご

支援をお願い申し上げ事業報告とさせていただきます。 
  以下、事項別状況は次のとおりです。 



付 属 明 細 書 

事 業 実 施 状 況 
平成３１年 ４月 １日から令和 ２年 ３月３１日 

２.組織関係 
 （１）会員の増減 

期首会員数 
期 間 中 の 異 動  

期末会員数 備 考 
入 会 退 会 差 引 

３４６ １６ １２ ４ ３５０  
 
 （２）青年部会・女性部会員の増減 

部 会 名 期首会員数 入 会 退 会 期末会員数 備 考 
青 年 部 ５１ ３ ３ ５１  
女 性 部 ４７ １ １ ４７  

 
３.研修関係 
 （１）研修会（講演会等）の開催 

開催月日 研 修 会 名 内  容 ・ 講  師 参加人員 

R  1.5. 9   
連絡協議会研修会 「平成時代を振り返って」 

１４名 
（女性部会） 講師  百田署長 

R  1.5.16 

連絡協議会研修会 「協力隊の２年の活動と任期後の

展望について」 
１６名 

（青年部会）  講師 壱岐市地域おこし協力隊  

       梅田 はつみ 様 

R  1.5.28 
総会記念講演会 「サッカーを通じたひとづくり」 

１０６名 （法人会） 講師 長崎総合科学大学附属高等学校 

サッカー部総監督 小嶺 忠敏 様  

R  1.9. 4 
 

税 務 研 修 会 
（女性部会） 

「国税組織・・・・！」 

１４名 

 講師 髙田 署長 
「消費税の軽減税率制度について」 

樋口統括官 
「介護保険で利用できるサービス

について」 

市保険課 中村様 
 



R 1. 9. 10 
～25 

消費税軽減税率 
制度説明会 

「消費税軽減税率制度について」 
講師  壱岐税務署上席調査官 

 

R 1.10. 7 
軽減税率記帳 
説明会 

「軽減税率制度に伴う記帳につい

て」 
講師  壱岐税務署上席調査官 

１名 

R 1.10.17 
健康経営勉強会 
（青年部会） 

全国青年の集い部会長サミット

主要テーマ事前勉強会 
１名 

R 1.11. 9 
税のひろば 

JA フェスタ会場で税金クイズ、 
３０名 

～10 税関連チラシの配布 

R 1.11.12 
税 務 研 修 会 
（青年部会） 

「国税組織の・・・・！」 
講師  髙田 署長 

「消費税軽減税率制度について」 
樋口統括官 

１９名 

 
４.税制関係（税制改正要望活動） 

実 施 日 要 望 活 動 先 

R 1.10.28 
国 会 議 員  衆 議 院 議 員  谷 川 弥 一 様 

地 方 自 治 体 
壱 岐 市 長  白 川 博 一 様 
壱岐市議会議長  豊 坂 敏 文 様 

 
５.社会貢献活動関係 
 （１）税の啓発活動 

開催月日  事 業 名 事 業 内 容  

R 1.11. 9 
   ～10 

税のひろば行事 JA フェスタ会場にて来場者に税金クイズに参加 

（税を考える週間） してもらうと共に税金の重要性等に関心をもって 
（役員・青年部・女性部） もらう。e－Ｔａｘの推進も図った。 

 （２）租税教育 
開催月日  事 業 名 事 業 内 容  

R 1.11.15 
「租税教室」 
瀬戸小学校 

壱岐租税教育推進協議会主催により法人会青年部 

会が担当した。併せて女性部会より絵はがきコン

クール事業の説明、募集を行った。児童数２３名 

R 1.12.11  
「租税教室」 
志原小学校 

壱岐租税教育推進協議会主催により法人会青年部 

会が担当した。併せて女性部会より絵はがきコン

クール事業の説明、募集を行った。児童数２０名 

 



R 1.12.16 
「租税教室」 
石田小学校 

壱岐租税教育推進協議会主催により法人会青年部 

会が担当した。併せて女性部会より絵はがきコン

クール事業の説明、募集を行った。児童数７９名 

R 2. 1.10 
租税教室」 
霞翠小学校 

壱岐租税教育推進協議会主催により法人会青年部 

会が担当した。併せて女性部会より絵はがきコン

クール事業の説明、募集を行った。児童数２７名 

R 2. 1.17 
租税教室」 
柳田小学校 

壱岐租税教育推進協議会主催により法人会青年部 

会が担当した。併せて女性部会より絵はがきコン

クール事業の説明、募集を行った。児童数１９名 
 （３）税に関する「絵はがきコンクール」 

女性部会が壱岐市内９小学校を対象として、税の「絵はがきコンクール」 
を開催し、税を財源とした事業の実例や物品の購入事例等を挙げて、税の 
使い方や役割を教え、絵はがきとしての出展を依頼した。 
３０８点の応募があり、学校ごとに１点の優秀作品を選考した。その優 
秀作品９点中、最も優れた作品を最優秀に選考し九北連女連協のコンクー

ルに推薦した。併せて、最優秀に等しい作品として壱岐税務署長賞並びに

壱岐市長賞も選考し、それぞれ賞状と記念品を授与した。 
また、３０８点の全作品を大型商業施設のギャラリーに展示すると共に、 
壱岐島内の新聞に事業内容や優秀作品等の掲載を依頼し、市民へ公開し

た。 
 （４）その他社会貢献活動 

開催月日  事 業 名 事 業 内 容  
R 1.7.16 

～ 
R 1.7.28 

いちごプロジェ

クト 

夏季の電力需要に対して無理なく節電意識を

啓蒙する目的で、女性部会役員で市民に「う

ちわ」を配布し理解と協力をお願いした。 

R 1. 9. 7 
一支國幼児相撲

大会 

壱岐市内幼稚園・保育園、福岡めぐみ保育園

児３５２名による幼児相撲大会に対して、法

人会は後援すると共に、青年部会が大会役員

として運営に協力した。 

R 1.10.11 
ボランティア 
ウォーキング 

女性部会員１３名と事務局職員で壱岐市ウル

トラマラソン大会のコースとなる勝本町天ヶ

原周辺の清掃作業を実施した。 

 
R 1.10. 21 
 

老人ホーム慰問 

女性部会員９名がホームを訪問し、舞踊や合

唱等を披露すると共に、日常生活用品を寄贈

するなど、入所者はじめ職員皆様から喜ばれ

た。 



R 1. 11. 3 
「結の会」バザ

ー祭大抽選会 

障害者通所施設「結の会」バザー祭において、 
役職員提供賞品等の抽選会を実施し、施設関

係者はじめ来場者から好評を受けた。 

R 2. 1.15 
いちごプロジェ

クト 

冬季の電力需要に対して節電意識を啓蒙する

目的で、女性部会役員で市民にチラシ等を配

布し理解と協力をお願いした。 

 
R 2.  1.26 
 

チャリティー 
事業 

青年部会が会員はじめ知人に呼びかけ、チャ

リティー事業として「親子で楽しむ握りずし

教室」を企画し、参加料を日赤を通じて、令

和元年８月豪雨被災地へ送った。 

R 2.  2. 9 
少年フットサル

大会 

児童の健全育成や交流を競技を通じて養う目

的で開催されている大会を協賛すると共に、

青年部会員が参加児童に租税教育を行った。 
   
６.広報活動関係 
 （１）会報の発行 

発行月日 発行番号 発行部数 内 容 

1.10.31 №７４ ５００部 
定期総会報告、税務署人事異動、税務署から

のお知らせ、各部会活動報告、絵はがきコン

クール優秀作品、自主点検チェックシート 

2. 1.31 №７５ ５００部 
新年挨拶（署長・会長）、「税を考える週間」 
青年部会・女性部会活動報告、税制提言活動 
全国大会報告について 

 （２）諸資料の配布 
資 料 名 配布回数 配  布  先 

「ほうじん」（全法連機関紙） 年 ４回 全会員 
「税制改正のあらまし」 年 １回 全会員 
租税教育テキスト  租税教室時配付 
源泉徴収・年末調整実務はこう変わる  全会員 
 
 

  

７.厚生関係 
 ◎大型保障制度の加入状況            令和 ２年１月末現在 

会 員 数 加入企業 数 加 入 率 純増企業 数 

３５８ １０１ ２８．２％ １０ 



 ◎大型保障制度の役員企業加入状況 

役員企業数 加入不可能企業数 加入役員企業数 加 入 率 

１４ ０ １４ １００％ 

 ◎がん保険制度会員加入状況 
会 員 数 加 入 会 員 数 未加入企業数  加 入 率 

３５８ ４７ ３１１ １３．１％ 

 
８.青年・女性部会関係 
 （１）青年部会 

開催月日  会 議 ・ 事 業 等  参加人員 
R 1.  6.26 県法人会連合会青年部会連絡協議会総会 ２名 
R 1.  8. 2 全九州沖縄青連協議会研修会 ２名 
R 1.  8.30 九北法連青年連絡協議会 ２名 
R 1.  9. 7 一支國幼児相撲大会 ９名 
R 1.  9. 20 租税教育講師養成研修会 １名 
R 1.  10. 17 健康経営勉強会（青年の集部会長サミットテーマ） １名 
R 1. 11.7-8 全国青年の集い「大分大会」 ２名 
R 1. 11.12 税務関係研修会 １９名（23 名） 
R 2.  1.26 チャリティー事業（親子で楽しむ握りずし教室）  ７名（26 名） 
R 2.  2. 9 少年フットサル大会  ３名 

 （２）女性部会 
開催月日  会 議 ・ 事 業 等  参加人員 

Ｈ31.  4. 25 全国女性フォーラム「富山大会」 ２名 
R1. 7.16～28 夏のいちごプロジェクト １３名 
R 1.   7. 23 県法人会連合会女性部会連絡協議会総会 ２名 
R 1.   9. 4 税務関係研修会 １４名 
R 1.  10. 11 ボランティアウォーキング １３名 
R 1.  10. 21 老人ホーム慰問 ８名 
R1.11.15～ 

R2. 1.17 
税に関する「絵はがきコンクール」 
応募依頼 

４名 

R 2.  1.15 冬のいちごプロジェクト  ２名 
R 1.11.30～12.1 親睦研修旅行（山口県萩市） １１名 
R 2.  1.30 絵はがき審査会  ５名 
R 2. 2.25～26 絵はがき優秀作品表彰状授与  １名 



９.諸会議関係 
 （１）定時総会 

開催月日  会 議 名 会 場 参加人員 

R  1. 5. 9 第７回連絡協議会（女性部） ビューホテル壱岐 １４名 

R  1. 5.16 第７回連絡協議会（青年部） かねや別館 １６名 

R  1. 5.28 第７回定時総会 壱岐の島ホール ７０名 
  
 （２）理事会・委員会 

開催月日 会 議 名 主 な 議 題 会 場 参加人員 
Ｈ31.4. 8 正副会長会 元年度総会提出議案 事務所 ４名 
Ｈ31.4.23 理事会 総会提出議案他 網元 １３名 
R 1.5.28 理事会 代表理事選任 壱岐の島ホール １３名 
R 1.7.16 正副会長会 委員会委員選任ほか 事務所  ４名 
R 1.9. 3 理事会 社会貢献事業他について ビューホテル壱岐 １３名 
R 1.9.17 厚生協議会 事業推進について 網元 １１名 
R 1.10.8 広報委員会 広報紙編集協議 事務所 ５名 
R 1.12.23 理事会 組織・厚生進捗状況報告 ビューホテル壱岐 １３名 
R 1.1.21 正副会長会 事業計画・予算案他 かねや別館 ３名 
R 1.1.21 理事会 事業計画・予算案他 ビューホテル壱岐 １２名 

   <青年部会> 
H31. 4. 3 理事会 協議会提出議案 事務所  ６名 
R 1. 8. 9 理事会 事業実施計画 事務所  ７名 
R 1. 10. 9 理事会 事業実施日程ほか 事務所   ８名 

   <女性部会> 
H31.4. 9 理事会 協議会提出議案 事務所   ９名 
R 1. 8. 5 理事会 事業実施計画 事務所 ９名 

  
 （３）その他会議 

開催月日 会 議 名 主 な 議 題 会 場 参加人員 
H31.4.17 監査会 ３０年度決算監査 事務所  ３名 
H31.4. 9 女性部監査 ３０年度決算監査 事務所  ２名 
H31.4. 3 青年部監査 ３０年度決算監査 事務所  ２名 
R 1.7.12 全法連監査 ３０年度助成金監査 事務所  １名 

 



  （４）関係団体出席会議等 
開催月日 会 議 名 主な議題・内容 会 場 参加人員 
H31.4. 16 県連局長会 総会提出議案審議 長崎市 １名 
R 1.5.16 租税教育推進協 事業計画審議 壱岐税務署 ２名 
R 1.6. 5 県連総会 決算・予算審議ほか 長崎市 ３名 
R 1.6.16 福岡壱岐の会 事業報告ほか 福岡市 １名 
R 1.6.25 間税会総会 決算・予算審議 太安閣 １名 
R 1.7.18 税連協監査会 Ｈ３０帳簿監査 法人会事務所 １名 
R 1.7.24 ユーザー協会 決算・予算審議ほか 福岡市 １名 
R 1.7.30 総務委員会 事業計画全般ほか 長崎市 １名 
R 1.8.20 組織委員会 会員増強ほか 長崎市 ２名 
R 1.8.21 厚生委員会 推進実績・計画ほか 長崎市 １名 
R 1.8.27 県連局長会 全法連報告事項ほか 長崎市 １名 
R 1. 8.30 九北連総会 決算・予算審議ほか 福岡市 ５名 
R 1. 9.11 税連協総会 決算・予算審議ほか 海岸 １名 
R 1.10. 3 全国大会 税制改正提言採択 三重県津市 ２名 
R 1.11.13 納税表彰式 令和元年度納税表彰式 ビューホテル壱岐 ４名 
R 1.11.27 税連協抽選会 税金クイズ抽選会 税務署 １名 
R 1.12.19 県局長会 会員増強・助成金の件 長崎市 １名 
R 2. 1. 9 税連協委員会 税務申告事務ほか 網元 １名 
R 2. 1. 16 新設法人説明会 税全般について 壱岐税務署 １名 
R 2. 1. 17 福岡壱岐の会 新年賀詞交歓会 福岡市 １名 
R 2. 2.13 法人研修会 事業報告書について 長崎市 １名 
（青年部会）     
R 1. 6.26 県法青連会 決算・事業計画等審議 長崎市 ２名 
R 1. 8. 2 九州沖縄青連協 租税教育研修 長崎市 ２名 
R 1.10.17 九北法青連協 健康経営研修会 福岡市 １名 
R 1.11. 8 全国大会 租税教育事例発表外 大分市 ２名 
（女性部会）     
H31. 4.25 全国大会 絵はがきコンクール推進 富山市 ２名 
R 1. 7.23 県法女連会 決算・事業計画等審議 長崎市 ２名 

 
 
 
 



増　減

3,320,436 3,052,410 268,026

0 62,560 △ 62,560

3,320,436 3,114,970 205,466

5,000,000 5,000,000 0

5,000,000 5,000,000 0

2,546,000 2,246,018 299,982

1,450,000 1,450,000 0

1,406,509 1,097,500 309,009

1,200,000 1,200,000 0

300,000 300,000 0

6,902,509 6,293,518 608,991

511,805 573,545 △ 61,740

503,301 580,508 △ 77,207

什器備品 366,740 486,702 △ 119,962

300,000 300,000 0

74,984 74,984 0

1,756,830 2,015,739 △ 258,909

13,659,339 13,309,257 350,082

16,979,775 16,424,227 555,548

未払金 0 104,209 △ 104,209

54,708 55,951 △ 1,243

54,708 160,160 △ 105,452

2,546,000 2,246,000 300,000

2,546,000 2,246,000 300,000

2,600,708 2,406,160 194,548

一般正味財産合計 14,379,067 14,018,067 361,000

（ 5,000,000 ） （ 5,000,000 ） （ 0 ）

（ 4,356,509 ） （ 4,047,500 ） （ 309,009 ）

14,379,067 14,018,067 361,000

16,979,775 16,424,227 555,548

流動資産合計

貸　借　対　照　表

令和2年3月31日現在

公益社団法人壱岐法人会 （単位：円）

科　　　　　目 当年度 前年度

Ⅰ 資産の部

1.　流動資産

現金預金

前払金

建物

電話加入権

(2)　特定資産

退職給付引当資産

周年行事引当資産

特定資産合計

公益事業引当資産

減価償却引当資産

社会貢献活動引当資産

土地

建物付属設備

2.　固定資産

(1)　基本財産

定期預金

基本財産合計

(3)　その他固定資産

負債及び正味財産合計

Ⅲ　正味財産の部

　（うち基本財産への充当額）

　（うち特定資産への充当額）

正味財産合計

預り金

負債合計

2.　固定負債

退職給付引当金

固定負債合計

流動負債合計

その他固定資産合計

固定資産合計

資産合計

Ⅱ　負債の部

1.　流動負債



予算額 決算額 増　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

基本財産運用益 1,400 470 930

基本財産受取利息 1,400 470 930

受取会費 3,450,000 3,570,000 △ 120,000

正会員受取会費 3,450,000 3,570,000 △ 120,000

事業収益 244,000 291,100 △ 47,100

会員親睦事業収益 234,000 269,000 △ 35,000

社会貢献事業収益 10,000 22,100 △ 12,100

受取補助金等 5,969,600 6,069,600 △ 100,000

受取全法連助成金 5,269,600 5,269,600 0

受取全法連補助金 0 100,000 △ 100,000

受取県連補助金 700,000 700,000 0

受取負担金 475,000 500,000 △ 25,000

青年・女性部会受取負担金 475,000 500,000 △ 25,000

雑収益 510,000 1,013,347 △ 503,347

受取利息 0 347 △ 347

雑収益 510,000 1,013,000 △ 503,000

経常収益計 10,650,000 11,444,517 △ 794,517

（２）経常費用

事業費 8,182,800 8,275,458 △ 92,658

給料手当 3,153,600 3,222,720 △ 69,120

臨時雇賃金 112,080 12,000 100,080

退職給付費用 216,000 216,000 0

福利厚生費 542,160 528,699 13,461

会議費 1,331,000 1,191,636 139,364

旅費交通費 765,320 658,416 106,904

通信運搬費 223,200 264,625 △ 41,425

減価償却費 141,120 186,415 △ 45,295

消耗什器備品費 14,400 0 14,400

消耗品費 368,840 535,979 △ 167,139

修繕費 21,600 11,664 9,936

印刷製本費 210,400 197,120 13,280

燃料費 75,600 94,575 △ 18,975

光熱水料費 55,440 59,503 △ 4,063

保険料 4,320 3,723 597

諸謝金 219,000 215,044 3,956

租税公課 40,320 37,656 2,664

支払負担金 271,000 271,000 0

支払寄付金 10,000 22,100 △ 12,100

委託費 33,000 32,400 600

会場費 60,000 53,940 6,060

表彰費 10,000 11,000 △ 1,000

正 味 財 産 増 減 計 算 書

平成31年4月1日から令和2年3月31日まで

公益社団法人壱岐法人会 （単位：円）

科　　　　　目



予算額 決算額 増　減

正 味 財 産 増 減 計 算 書

平成31年4月1日から令和2年3月31日まで

公益社団法人壱岐法人会 （単位：円）

科　　　　　目

リース料 183,600 164,823 18,777

支払手数料 61,200 242,642 △ 181,442

雑費 59,600 41,778 17,822

管理費 2,467,200 2,808,059 △ 340,859

給料手当 1,226,400 1,253,280 △ 26,880

雑給 0 45,500 △ 45,500

臨時雇賃金 31,920 0 31,920

退職給付費用 84,000 84,000 0

福利厚生費 210,840 205,605 5,235

会議費 20,000 48,589 △ 28,589

旅費交通費 69,680 112,764 △ 43,084

通信運搬費 109,800 126,469 △ 16,669

減価償却費 54,880 72,494 △ 17,614

消耗什器備品費 5,600 0 5,600

消耗品費 44,160 70,551 △ 26,391

修繕費 8,400 4,536 3,864

印刷製本費 5,600 24,400 △ 18,800

燃料費 29,400 36,779 △ 7,379

光熱水料費 21,560 23,139 △ 1,579

保険料 1,680 1,447 233

租税公課 15,680 14,944 736

支払負担金 21,000 21,000 0

委託費 262,000 261,600 400

会場費 30,000 24,820 5,180

渉外慶弔費 0 25,000 △ 25,000

表彰費 10,000 95,450 △ 85,450

リース料 71,400 64,097 7,303

支払手数料 23,800 107,516 △ 83,716

新聞図書費 67,000 66,669 331

雑費 42,400 17,410 24,990

経常費用計 10,650,000 11,083,517 △ 433,517

0 361,000 △ 361,000

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

経常外収益計 0 0 0

（２）経常外費用

経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 0 361,000 △ 361,000

一般正味財産期首残高 14,037,013 14,018,067 18,946

一般正味財産期末残高 14,037,013 14,379,067 △ 342,054

Ⅲ　正味財産期末残高 14,037,013 14,379,067 △ 342,054

当期経常増減額



（単位：円）

収益事業等会計

税関連３事業 企業発展 社会貢献事業 共通 小計 共益事業

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

基本財産運用益 0 0 0 470 470 0 0 470

基本財産受取利息 470 470 0 470

受取会費 0 0 0 0 0 0 3,570,000 3,570,000

正会員受取会費 0 0 3,570,000 3,570,000

事業収益 0 0 22,100 0 22,100 269,000 0 291,100

会員親睦事業収益 0 269,000 269,000

社会貢献事業収益 22,100 22,100 22,100

受取補助金等 0 0 0 5,319,600 5,319,600 300,000 450,000 6,069,600

受取全法連助成金 4,919,600 4,919,600 0 350,000 5,269,600

受取全法連補助金 0 100,000 100,000

受取県連補助金 400,000 400,000 300,000 700,000

受取負担金 0 0 0 0 0 500,000 0 500,000

青年・女性部会受取負担金 0 500,000 500,000

雑収益 0 0 0 0 0 471,600 541,747 1,013,347

受取利息 0 347 347

雑収益 0 471,600 541,400 1,013,000

経常収益計 0 0 22,100 5,320,070 5,342,170 1,540,600 4,561,747 11,444,517

（２）経常費用

事業費 4,839,193 393,632 1,094,864 0 6,327,689 1,947,769 8,275,458

給料手当 2,327,520 89,520 492,360 2,909,400 313,320 3,222,720

臨時雇賃金 12,000 12,000 12,000

退職給付費用 156,000 6,000 33,000 195,000 21,000 216,000

福利厚生費 381,839 14,686 80,773 477,298 51,401 528,699

会議費 14,000 12,166 26,166 1,165,470 1,191,636

旅費交通費 462,716 29,236 3,993 495,945 162,471 658,416

通信運搬費 191,120 7,350 40,428 238,898 25,727 264,625

減価償却費 134,635 5,178 28,479 168,292 18,123 186,415

消耗品費 311,908 18,753 192,086 522,747 13,232 535,979

修繕費 8,424 324 1,782 10,530 1,134 11,664

印刷製本費 197,120 197,120 197,120

燃料費 68,306 2,627 14,448 85,381 9,194 94,575

光熱水料費 42,977 1,652 9,090 53,719 5,784 59,503

保険料 2,691 103 568 3,362 361 3,723

諸謝金 7,044 162,000 36,000 205,044 10,000 215,044

租税公課 27,196 1,046 5,753 33,995 3,661 37,656

支払負担金 153,000 50,000 203,000 68,000 271,000

支払寄付金 22,100 22,100 22,100

委託費 32,400 32,400 32,400

会場費 24,820 4,300 29,120 24,820 53,940

表彰費 11,000 11,000 11,000

正味財産増減計算書内訳表
平成31年4月1日から令和2年3月31日まで

公益社団法人壱岐法人会

科     目
公益目的事業会計

法人会計  内部取引消去 合計



（単位：円）

収益事業等会計

税関連３事業 企業発展 社会貢献事業 共通 小計 共益事業

正味財産増減計算書内訳表
平成31年4月1日から令和2年3月31日まで

公益社団法人壱岐法人会

科     目
公益目的事業会計

法人会計  内部取引消去 合計

リース料 119,040 4,578 25,181 148,799 16,024 164,823

支払手数料 180,531 6,211 34,161 220,903 21,739 242,642

雑費 9,726 7,548 8,196 25,470 16,308 41,778

管理費 2,808,059 2,808,059

給料手当 1,253,280 1,253,280

雑給 45,500 45,500

退職給付費用 84,000 84,000

福利厚生費 205,605 205,605

会議費 48,589 48,589

旅費交通費 112,764 112,764

通信運搬費 126,469 126,469

減価償却費 72,494 72,494

消耗品費 70,551 70,551

修繕費 4,536 4,536

印刷製本費 24,400 24,400

燃料費 36,779 36,779

光熱水料費 23,139 23,139

保険料 1,447 1,447

租税公課 14,944 14,944

支払負担金 21,000 21,000

委託費 261,600 261,600

会場費 24,820 24,820

渉外慶弔費 25,000 25,000

表彰費 95,450 95,450

リース料 64,097 64,097

支払手数料 107,516 107,516

新聞図書費 66,669 66,669

雑費 17,410 17,410

経常費用計 4,839,193 393,632 1,094,864 0 6,327,689 1,947,769 2,808,059 11,083,517

△ 4,839,193 △ 393,632 △ 1,072,764 5,320,070 △ 985,519 △ 407,169 1,753,688 361,000

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）経常外費用

固定資産除却損 0 0 0

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0

他会計振替額 0 0

当期一般正味財産増減額 △ 4,839,193 △ 393,632 △ 1,072,764 5,320,070 △ 985,519 △ 407,169 1,753,688 361,000

一般正味財産期首残高 1,910,997 1,910,997 △ 1,987,495 14,094,565 14,018,067

一般正味財産期末残高 △ 4,839,193 △ 393,632 △ 1,072,764 7,231,067 925,478 △ 2,394,664 15,848,253 14,379,067

Ⅲ　正味財産期末残高 △ 4,839,193 △ 393,632 △ 1,072,764 7,231,067 925,478 △ 2,394,664 15,848,253 14,379,067

当期経常増減額



１．継続事業の前提に関する注記

該当なし。

２．重要な会計方針

(1) 固定資産の減価償却の方法

固定資産の減価償却方法は、定率法（ただし、平成10年4月1日以降に取得した建物（附属設備を

除く。）は定額法）で行っている。

(2) 引当金の計上基準

・退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当期末において発生していると認められる額を、期末自己都合要

支給額に基づいて計上している。

(3) リース取引の処理方法

・ファイナンス・リース取引

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

(4) 消費税等の会計処理

消費税込額で表示している。

３．会計方針の変更

該当なし。

４．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の明細、増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）

基本財産

特定資産

財務諸表に対する注記

定期預金

608,991 0

当期末残高当期減少額当期増加額

11,902,509

0

前期末残高科　　　　目

5,000,000 0 5,000,000

合　　　計 11,293,518

周年行事引当資産 300,000

小　　　計 5,000,000

減価償却引当資産 1,097,500

0 0 300,000

小　　　計 6,293,518 608,991 0 6,902,509

0 0 5,000,000

309,009 0 1,406,509

公益事業引当資産 1,450,000 0 0 1,450,000

退職給付引当資産 2,246,018 299,982 0 2,546,000

社会貢献活動引当資産 1,200,000 0 0 1,200,000



５．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

基本財産

特定資産

６．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）

その他固定資産

建物

建物付属設備

什器備品

７．保証債務（債務保証を主たる目的事業としている場合を除く。）等の偶発債務

該当なし。

８．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

（単位：円）

補助金

全法連補助金

県連補助金

助成金

全法連助成金

 

９．重要な後発事象

該当なし。

全国法人会総連合 0 100,000 100,000 0 なし

657,680 290,940 366,740

合　　　計 2,538,400 1,156,554 1,381,846

900,720 397,419 503,301

合　　　計 11,902,509 0 9,356,509 2,546,000

小　　　計 6,902,509 0 4,356,509 2,546,000

科　　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

980,000 468,195 511,805

周年行事引当資産 300,000 0 300,000 0

社会貢献活動引当資産 1,200,000 0 1,200,000 0

減価償却引当資産 1,406,509 0 1,406,509 0

公益事業引当資産 1,450,000 0 1,450,000 0

退職給付引当資産 2,546,000 0 0 2,546,000

5,000,000 －

定期預金 5,000,000 0 5,000,000 －

当期末残高補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額

科　　　　目 当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に
対応する額）

貸借対照表上
の記載区分

小　　　計 5,000,000 0

長崎県法人会連合会 0 700,000 700,000 0 なし

0

なし

合　　　　　　　計 0 6,069,600 6,069,600 0

全国法人会総連合 0 5,269,600 5,269,600 0



１．基本財産及び特定資産の明細

財務諸表の注記に記載をしているので、省略した。

２．引当金の明細

（単位：円）

附　属　明　細　書

その他目的使用

0

期末残高
当期減少額

300,000退職給付引当金 2,246,000

科　目 期首残高 当期増加額

0 2,546,000



公益社団法人壱岐法人会

使用目的等

（流動資産）

預金 普通預金 運転資金として

十八銀行壱岐支店 1,298,240

　　〃　（青年部） 308,592

　　〃　（女性部） 152,935

十八銀行芦辺支店 635,459

親和銀行壱岐中央支店 823,122

　　〃 47,380

　　〃 54,708

＜現金預金計＞ 3,320,436

3,320,436

（固定資産）

基本財産 定期預金

十八銀行壱岐支店 公益目的保有財産であり、運用益を公益目 2,000,000

的事業の共用財源として使用している。

親和銀行壱岐中央支店 　　〃 3,000,000

＜基本財産計＞ 5,000,000

特定資産 普通預金

親和銀行壱岐中央支店 職員2名に対する退職金の支払に備えた積立資産 2,546,000

定期預金

十八銀行壱岐支店 公益目的保有財産であり、運用益を公益目 1,450,000

的事業の共用財源として使用している。

普通預金

十八銀行壱岐支店 事業・管理供用財産の取得資金 1,406,509

定期預金

十八銀行壱岐支店 管理目的の財源として使用している。 900,000

親和銀行壱岐中央支店 　　〃 300,000

定期預金

十八銀行壱岐支店 管理目的の財源として使用している。 300,000

＜特定資産計＞ 6,902,509

現金預金

預金

財　産　目　録

令和2年3月31日現在

(単位：円)　

貸借対照表科目 場所・物量等 金額

流動資産合計

退職給付引当資産

公益事業引当資産

社会貢献事業引当資産

減価償却引当資産

周年行事引当資産



公益社団法人壱岐法人会

使用目的等

財　産　目　録

令和2年3月31日現在

(単位：円)　

貸借対照表科目 場所・物量等 金額

その他固定資産 郷ノ浦町東触590-4 （共用財産） 511,805

公益目的保有財産65％

管理目的の財源として使用する財産35％

郷ノ浦町東触590-4 （共用財産） 503,301

公益目的保有財産65％

管理目的の財源として使用する財産35％

郷ノ浦町東触590-4 （共用財産） 366,740

公益目的保有財産65％

管理目的の財源として使用する財産35％

郷ノ浦町東触590-4 （共用財産） 300,000

公益目的保有財産65％

管理目的の財源として使用する財産35％

0920-47-5880 （共用財産） 74,984

公益目的保有財産65％

管理目的の財源として使用する財産35％

＜その他固定資産計＞ 1,756,830

13,659,339

16,979,775

（流動負債）

職員に対するもの 源泉所得税等の預り金 54,708

54,708

（固定負債）

退職給付引当金 職員に対するもの 職員2名に対する退職金の支払いに備えたもの 2,546,000

2,546,000

2,600,708

14,379,067

預り金

電話加入権

建物付属設備

正味財産

固定資産合計

資産合計

流動負債合計

負債合計

建物

土地

固定負債合計

什器備品
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